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1　は　じ　め　に

エタダイソンが単独で働くと桶や成虫への変態を伴う脱

皮を誘導することから，養蚕業における上京作業改善技術

として，期待する向きが多かった。しかしながら，著しく

高価なため実用的な技術にはなっていない。

一方，以前から植物中にエクダイソンが存在することが

知られていたが，最近（1988），ダイセル化学工業株式会

社では．アフリカで自生するクマツヅラ科の植物の根皮

中に5％というきわめて高い濃度のエクダイソン（20－

Hydroxyecdysone，以下β一エクダイソンと省略）が含

有していることを見出し，従来のものよりかなり安価で提

供できる休制を作りつつある。

著者らは現在，ダイセル化学工業株式会社の協力を得て．

β－エタダイソンの蚕の上表促進剤としての利用の可能性

について検討しているが，今回，上族方法別の効果につい

て検討し，若干の知見を得たので報告する。

2　試　験　方　法

（1）粂払い自然上族法に関する試験

1990年春蚕期に春月×宝鐘を用い，上歳前日に条払いし，

以後新柄給与とし．熱盃が5％程度となった時にあらかじ

めβ－エクダイソン処理（新梢1kgにたいして本剤10ppm

または5ppm溶液200mlを噴霧）しておいた桑を給与し，

熟盃が30％出現した時点で族を設置し∴熱蚕の90～95％が

登族するのを待って吊り下げた。

また，晩秋蚕期には，錦秋×鐘和を用い，β一エクダイ

ソンの簡易投与法（給桑直後の蚕座に対する一括又は分割

噴霧投与）の効果についても検討した。

なお，両蚕期とも試験規模は，1区2，000頑とし，5齢3

日日に試験区を設定した。また，調査は，登族状況，残蚕

数，健蛸歩合．繭質，糸質等について行った。

（2）粂払い上族法に関する試験

1990年初秋姦期に錦秋×鐘和を用い，初熟垂が0．1％程

度出現した時にβ－エクダイソンを授与した。試験区の規

模を10，000頭と大きく設定したので，投与方法は，まず最

終給桑を10kg行い，直ちに本剤10ppm溶液1．800mlを給

与桑に噴霧投与する方法で実施した。その後∴熱蚕の出現

状況を観察し，40～60％出現時に一斉条払いを行い，収集

した熟蚕を横置きにしておいた回転萩に振り込み，一晩放

置後懸垂した。

なお，（1），（2）とも対照としてβ－エクダイソンの無投与

区を設けた。

3　試験結果及び考察

（1）粂払い自然上諌法に関する試験

表t　条払い自然上射こおけるβエクダイソンの投与効果　　　　　（199昨　春盛期）

試 験 区
（処理法 ）

投与 時刻
兼 設 置
時　 刻

蕨 吊 り
上げ時 刻

残蚕数 （奉 ） 賃 讐 繭 垂 簑 糸書 芸 富

（月．日．時 ）（月．日．時 ）（月．日．時 ） （頭）　 （％ ）　 （％ ）　 （g ） （％ ） （℃）

無 処　 理　 区 － 6． 9．15 6 ．10． 7 427　 （21 ）　 98．0　 2 ．m　 20．74　 24 ．8

5 pp m 投 与 6 ． 9 ． 7 6． 9．13 6 ．1 0． 0 34 3　 （17 ）　 9 7．5　 2 ．13　 20．76　 24 ．8

10 pp m 投与 6． 9 ． 7 6． 9．13 6． 9．2 3 26 2　 （13 ）　 99．0　 2 ．12　 20．45　 24 ．9

表2　条払い自然上蕨におけるβエクダイソンの投与効果 ・（1990咋　晩秋蚕澗）

試　 験　 区 投 与 時 刻
蕨 設 置
時　 刻

蕨 吊 り
上 げ 時 刻

残 蚕 数 （奉 ） 璧 璧 繭 垂 簑 攣 孟 夏

（処 理 法 ） （月 ．日 ．時 ）（月 ．日．時 ） （月 ．日 ．時 ） 　　　　　 【コ　　　　 亡：】
（頭 ） （％ ） （％ ） （g ） （％ ） （℃ ）

無 処　 理　 区
－ 9 ．1 8 ．1 4 9 ．18 ．2 0 9 0　 （4 ．5 ）　 9 9 ．5 ． 1．7 4　 18 ．4 4　 2 6 ．4

全 量 一 括 散 布 9 ．1 7 ．1 6 9 ．18 ． 6 9 ．1 8 ．1 2 3 3　 （1 ．7 ）　 9 9 ．0　 1．7 3　 1 8 ．4 8　 2 5 ．9

2 回 分 割 散 布 9 ．1 7 ．1 6 9 ．18 ． 6 9 ．1 8 ．1 2 1 2　 （0 ．6 ）　 9 9 ．0　 1 ．7 4　 1 8 ．78　 2 5 ．9
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回転族の設置適期となる熟垂が約30％出現した時期は．

β－エタダイソン投与区が無投与区に対して春蚕期で2時

臥晩秋蚕期で8時間早まった。また∴蕨設置から萩吊り

＿1：げまでの時間は．晩秋姦期で無投与医と変わりなかった。

しかしながら，産吊り上げ後の残姦数は．投与区が少なく

なり，β－エクダイソンの熟化促進効果が認められた（表

1，表2）。β一エタダイソンの投与時期を春蚕期は，初

熱蚕が5％程度出現した時，晩秋蚕期は初熱盃が0．1～0．2

％程度出現した時期としたが，両蚕期の結果から判断する

と，β－エクダイソンの熟化促進効果は，投与時期が早い

ほど良いと思われた。しかし，小境らは，β－エタダイソ

ンの投与時期を初動盃出現以前におこなうと効果が一部の

蚕に限られ，全体としては熟化が揃わず，繭の計量形質も

低下すると報告している。今回の試験結果では．春．晩秋

姦期ともβ－エクダイソン投与による繭重の低下が認めら

れなかった。このことと熟化促進効果は晩秋蚕期で高かっ

たことを勘案すると，β－エクダイソンの投与適期は初無

毒が0．1～0．2％程度出現した時期と思われた。

なお，β－エクダイソンの投与方法についても検討した

が，濃度については，春蚕納め試験結果から10ppmで支障

なく，処理は，晩秋毎期のように給与した条桑への1回の

噴霧投与で問題ないことがわかった。

また，本剤投与による蚕の健康度への影響はなかった。

（2）条払い上族法に関する試験

β－エクダイソンの投与後6時間目あたりから熟化が早

まりはじめ，13時間目には，粂払い適期となった。これに

対して無投与区の条払い適期は．17時間も遅れた（表3）。

投与区と無投与区の問には．条払い適期が異なったほかに，

特に，特徴的なことはなかった。

以上の結果，条払い自然上表法，条払い上読法ともβ－

表3　条払い上族におけるβエクダイソンの投与効果　　　　　（199昨　初秋盃斯）

試　 験　 区
投 与 時 刻

（月 ．日．時 ）

無 蓋 の 出 現 状 況 （％ ） 毒 払 完 璧 警 繭 重 富 豊

明 月 ．時） （％） （g ） （℃ ）8 ．1．13　 8 ．1．1 7　 8．1．20　 8．2．1 3

無 処　 理　 区

8 ． 1． 7

0 ．5　　　 2．0　　　 2．5　　 4 0 ・－6 0 8．2．13　 9 9．2 1．8 5　 2 7．3

投　 与　 区 4 ．0　　 1 1．1　 4 0 ～ 伽 8 ．1．2 0　 9 8．8　 1．8 0　 2 7．0

ェクダイソンの熟化促進効果が認められ，虫，繭質にも悪

影響がないことがわかった。なお，両上農法ともβ－エタ

ダイソン投与区の垂は回転最上での吐糸・常繭が速やかで，

落下蚕も少ない傾向が認められた。

今回の試験結果から，β－エクダイソンの熱化促進効果

は，投与後13～14時間後にはば安定的に現れることから．

これを適切に利用すれば，上表作業が計画的に．楽にでき

ることが実現されよう。したがって，養蚕従事者の不足や

老齢化さらには大規模養蚕農家の上浜作業平準化対応技術

として期待される。

4　ま　　と　　め

現在，ダイセル化学工業（株）が商品化を進めている20－

Hydroxyecdysone（β－エクダイソンと称する）の上羨

作業への利用効果について検討した。

その結果，本則10ppm溶液を初熟垂が0．1－0．2％程度出

現した時期に給与桑に噴霧して投与することにより．熟蚕

の出現が早まり．登族，営繭が速やかに行われる効果が認

められた。また，本剤の姦及び繭への悪影響は，特にみら

れなかった。
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